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研究成果の概要（和文）： 
本研究の目的は，正常な発話の一部に，人工的に吃音の中核症状を挿入し，その重症度を変化

させることにより，吃音の中核症状と正常発話との聴知覚バウンダリーを明らかにすることで

あった。その結果，①連発性吃音（繰り返し）については，概して繰り返し数が２ユニット以

上になることで，②伸発性吃音（引き伸ばし）については，概して引き伸ばしの長さが 300msec.

以上になることで，③難発性吃音（阻止）については，無声ブロック，有声ブロックともにそ

の長さが 200msec.以上になることで，聞き手の発話サンプルに対する反応が正常から吃音へと

変化した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of the current study was fourfold: 1) to examine how sound, syllable, and 
whole-word repetitions which contained altered number of repeated units were perceived 
differently, 2) to investigate how sound prolongations which contained durationally 
altered phonemes were perceived differently, 3) to determine how different durations and 
the frequency of occurrence of audible excessive hesitations which contained between 
words were perceived differently, and 4) to investigate how different durations and the 
frequency of occurrence of inaudible excessive hesitations which contained between words 
were perceived differently. The results showed that 1) listeners perceived the phrase 
as disfluent when it contained two or more units of sound repetitions, 2) listeners had 
more difficulty identifying altered sounds that were 200 msec in duration than 300 and 
420 msec. The frequency of occurrence of altered sounds also influenced listeners' 
identifications of those sounds, 3) when frequency and duration of hesitations increased, 
the listeners perceived them as stuttered, and 4) when frequency and duration of 
hesitations increased, the listeners perceived them as stuttered. 
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１．研究開始当初の背景 
従来より，吃音に対する聞き手の知覚に関

する研究は行われてきたが，いずれも吃音者
が実際に吃った瞬間の吃音や非吃音者の随
意吃（わざと吃ること）を研究に使用してい
る点に問題があった。話し手は，吃音や随意
吃の瞬間にどうしても力が入る。力が入ると
発吃時の声の周波数や音量が上がる。また，
実験に自然発話を使用した場合，繰り返しの
場合はその速度や単語と単語との間隔の時
間的長さが，そして引き伸ばしや阻止の場合
は発吃時の長さを一定に保つことができな
い。つまり，これらの研究における参加者（聞
き手）は，実験者の期待通り，吃症状の繰り
返しの回数や，引き伸ばしやブロックの長さ
を判断材料にして吃音の重症度を判定した
可能性もあるが，力んだ声による，唐突な周
波数や音量の変化に違和感を持ち，それを重
症度の判定に加味した可能性も否定できな
い。また，特に引き伸ばしや阻止の場合，自
然発話において吃音や随意吃の長さを一定
に保つことは物理的に不可能である上に，例
えば 5msec.ごとに引き伸ばしや阻止の長さ
を短くし，段階的な聞き手の反応の変化をシ
ステマチックかつ客観的に調べることは不
可能であった。 

吃音研究において初めて，録音した音声を
デジタル化し，人工的に吃音を加工したのは
Susca and Healey(2001)である。彼らは音声
加工ソフトウェアを使用し，人工的に吃音者
の発話の吃頻度を減少させ，聞き手の反応の
変化を研究した。吃頻度は，正常発話に加え，
0％，5％，10％，15％に分類された。0％と
は，一次性吃音は全て取り除かれているもの
の，不自然な間やとまどい，周波数や音量の
変化などは残された発話サンプルである。結
果は，吃頻度が増加するほど聞き手はその発
話をより否定的に評価した。また，正常発話
と比較して有意に 0％の発話を否定的に評価
した。Kawai, Healey, and Carrell(2005, 
2007)は，これまで高品質を保ったまま人工
的に加工が不可能と言われていた音韻の長
さを段階的に変化させることに成功した。そ
こで，一次性吃音の１つである引き伸ばしに
着目し，引き伸ばしの長さの変化による聞き
手の反応の違いについて，120 msec.から 500 
msec.まで，20 msec.ずつ[sh]音を段階的に
引き延ばし，その音を含む単語を１つの短文
に挿入して研究した。結果は，[sh]音の長さ
が 120-171 msec.の時に聞き手は「正常」と
判定し，445 msec.以上になると「吃音」と
判定することがわかった。つまり，171-445 
msec.の長さの音を聞いた時，聞き手は正常
ではないが，吃音と判断するほど異常な長さ
ではないと判断した。また，この研究では，
正常に近い発話では男性の方が有意にネガ

ティブな判定をしたが，吃音に近い発話では
女性の方が有意にネガティブな判定をした。 
欧米では数多く実施されてきたこの種の研
究は，日本においては全く実施されていない。
また，英語と日本語では言語構造やシステム
が全く異なるため，欧米におけるこれらの研
究結果は日本語には適用できない。 
２．研究の目的 
本研究は，吃音の中核症状（連発性吃音・伸

発性吃音・難発性吃音）の重症度や，それが

発生する頻度が変化した場合，聞き手の発話

に対する反応がどのように変化するかを調

べるために，正常な発話の一部に人工的に吃

音の中核症状を挿入し，その重症度を変化さ

せることにより，吃音と正常発話との聴知覚

バウンダリーを明らかにすることを目的と

した。特に以下の４つの研究課題を明らかに

することを目的とした。①吃音の中核症状の

１つである音，音節，単語の繰り返し数が変

化することで，聞き手の発話サンプルに対す

る反応はどのように変化するか，②吃音の中

核症状の１つである引き伸ばしの長さが変

化することで，聞き手の発話サンプルに対す

る反応はどのように変化するか，③吃音の中

核症状の１つである無声ブロックの長さが

変化することで，聞き手の発話サンプルに対

する反応はどのように変化するか，④吃音の

中核症状の１つである有声ブロックの長さ

が変化することで，聞き手の発話サンプルに

対する反応はどのように変化するか。これに

より，日本語環境において，吃音の中核症状

が聞き手に与える聴覚的印象の変化をとら

えることができ，ひいては完全に中核症状の

消失が難しいと言われる吃音児者が，どの程

度まで自身の中核症状を軽減化させれば，他

人からは吃音児者とみなされないのかにつ

いての吃音臨床のガイドラインづくりにも

役立つ可能性がある。 
 
３．研究の方法 

本研究では，Matlab 等のソフトウェアを使
用し，人工的に作成した吃音の中核症状を含
む発話サンプルを作成した。非吃音の成人
（男性１名，女性１名）の発話を録音し，コ
ンピュータ処理により吃音の中核症状を人
工的に作成した。中核症状の重症度を変化さ
せる発話サンプルの作成方法は，Kawai, 
Healey, and Carrell (2005, 2007)における
方法とほぼ同様である。文中「ジャックとい
う男の子が，お母さんと一頭のウシを飼って
くらしていました。」の「お母さん」の「お」，
「おか」，「お母さん」を加工し，人工的に
それらを繰り返す発話にした（例，お，お，



お母さん；おか，お母さんなど）。これによ
り，繰り返すユニット数や繰り返す単位（例 
音韻，語の部分，単語）を変化させた。次に，
吃頻度を変化させたサンプルは，Kawai 
(2007)とほぼ同様の方法で作成した。「ジャ
ックと豆の木」の冒頭の部分 300 語程度を使
用し，その中の母音を実験刺激とする。母音
のうちいくつかを加工して人工的な繰り返
しを作り，その発生頻度を１％，５％，10％，
15％に設定した。 

実験参加者には，広島大学大学院教育学研
究科内の音響実験室・聴覚検査室（C728）に
来室してもらい，まず，実験者が口頭による
実験の説明を行い，その後インフォームドコ
ンセントフォームを実験参加者に読ませ，そ
れに同意した場合に署名をしてもらった。そ
の後，同意した者に対して聴覚スクリーニン
グ検査を行い，実験参加に支障のない充分な
聴力があるかどうかを測定した。全員スクリ
ーニング検査を通過した。 

実験参加者は，コンピュータの前に座り，
画面を見るよう指示された。画面には，
ProSlider(Kawai, 2005)と呼ばれるマグニチ
ュードスケールソフトが立ち上がっており，
参加者は実験刺激それぞれを１＝流暢，100
＝吃音の尺度で評価を行った。なお，1から
100 の間であれば，参加者は自由な評価を与
えることができるよう設定した。 

 
４．研究成果 

平成21年度には，人工的に作成した連発性
吃音の発話サンプルを非吃音成人50名に聞か
せた。実験の条件は２つで，①異なるユニッ
ト数（０～３ユニット）と②発吃時の発話速
度（倍速，通常，通常の1/2の速度）であった
。実験参加者に各サンプルを聞かせた後，そ
れぞれの流暢度を判定させた。その結果，聞
き手は２ユニット以上で，かつ発吃時の発話
速度が通常の発話サンプルを聞いた時，０～
１ユニットの発話サンプルを聞いた時よりも
有意に，２ユニット以上の発話サンプルを非
流暢と判定した。しかし，発吃時の発話速度
が倍速，通常の1/2の速度の発話サンプルを聞
いた者は，１ユニット以上の発話サンプルを
聞いた場合でも，０ユニットよりも有意に非
流暢と判定した。 

平成 22 年度には，人工的に作成した無声
難発性吃音の発話サンプルを非吃音成人 50
名に聞かせた。実験の条件は３つで，①難発
性吃音が発症している長さ（200, 300, 400 
msec），②難発性吃音の発症頻度（5%，10%，
15%），それから③難発性吃音が発症する位
置（単語と単語の間，文と文の間，単語内）
であった。実験参加者に発話サンプルを聞か
せ，流暢性を判定させたところ，吃音発症率
が 5％の場合，吃音が単語間に発症するサン
プルを聞いた場合と，文章間に発症するサン

プルを聞いた場合とでは，聞き手の知覚に有
意差は認められなかったが，吃音が単語内に
発生するサンプルを聞いた場合，上記２つの
条件の場合よりも有意に吃音の発症をより
敏感に知覚した。ただし，難発性吃音の長さ
が 420ms の場合，吃音の発症位置による聞き
手の知覚に有意差は認められなかった。また，
同様の実験を有声難発性吃音の発話サンプ
ルを使用して行ったところ，聞き手の吃音に
対する聴知覚の変化はより敏感になった。 
平成23年度には，人工的に作成した伸発性

吃音の発話サンプルを非吃音成人60名に聞か
せた。この実験における条件は３つで，①伸
発性吃音が発症している長さ（200, 300, 400 
msec），②伸発性吃音の発症頻度（5%，10%
，15%），それから③伸発性吃音が発症する位
置（単語と単語の間，文と文の間，単語内）
であった。実験参加者にそれぞれの発話サン
プルを聞かせた後，それぞれの流暢度を判定
させた。その結果，伸発性吃音が発症する位
置に関わらず，伸発性吃音の長さが300ms以上
の時，聞き手はその発話サンプルを非流暢と
判定した。また，伸発性吃音の発症頻度が10
％と15％の時，伸発性吃音が420msecの時の方
が，300msecの時よりも聞き手は非流暢と判定
した。しかし，伸発性吃音の発症頻度が5%の
時は，これら２種類のサンプルに対する聞き
手の判定に有意差は認められなかった。  
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